
「
横
浜
市
中
期
計
画
」
が
め
ざ
し
た
も
の

　
平
成
1
8
年
６
月
に
制
定
し
た

「
横
浜
市
基
本
構
想
（
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
）
」
に
掲
げ
ら
れ
た
都
市
像

を
実
現
す
る
最
初
の
５
か
年
計
画

と
し
て
、
「
横
浜
市
　
中
期
計
画

平
成
1
8
年
度
～
平
成
2
2
年
度
」
を
、

1
2
月
2
5
日
に
策
定
・
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
期
計
画
に
は
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
と
し
て
、
「
横
浜
リ
バ
イ
バ

ル
プ
ラ
ン
Ⅱ
　
開
港
１
５
０
周
年

羅
針
〝
版
〟
」
か
付
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
中
期
計
画
は
、
平
成
1
4
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
横
浜
リ

バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
」
の
後
継
計
画

で
あ
る
と
と
も
に
計
画
期
間
中
に

開
港
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
、
中
期
計
画
は
こ

れ
か
ら
の
５
か
年
間
の
方
向
性
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
羅
針
盤
の
よ

う
な
役
割
を
担
う
こ
と
の
意
味
合

い
を
込
め
て
い
ま
す
。
な
お
、

「
羅
針
〝
版
〟
」
の
〝
版
〟
は
、
リ
バ
イ

バ
ル
プ
ラ
ン
の
第
２
版
で
あ
る
こ

と
と
、
開
港
１
５
０
周
年
版
（
エ

デ
ィ
シ
ョ
ン
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
。

　
〝
版
〟
の
字
を
当
て
て
い
ま
す
。

１
　
策
定
の
経
過

　
今
回
の
中
期
計
画
の
策
定
作
業

は
、
ま
ず
1
7
年
度
に
横
浜
リ
バ
イ

バ
ル
プ
ラ
ン
の
検
証
作
業
を
行

い
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
明
ら
か

に
し
て
、
中
期
計
画
の
策
定
作
業

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
検
証
作
業
と
並
行
し
て
、
内

部
の
準
備
作
業
と
し
て
、
各
局
ご

と
に
事
業
体
系
の
枠
組
み
の
整
理

と
い
っ
た
作
業
も
進
め
て
お
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
４
月
３
日
に
副
市

長
依
命
通
達
「
次
期
中
期
計
画
策

定
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
を
発
表

し
、
正
式
に
策
定
作
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
依
命
通
達
で
は
、

計
画
期
間
や
計
画
の
位
置
づ
け
な

ど
の
「
計
画
の
枠
組
み
」
や
策
定

上
の
留
意
点
と
し
て
の
「
計
画
を

策
定
し
て
い
く
上
で
共
有
す
べ
き

姿
勢
」
及
び
職
員
参
加
や
外
部
専

門
家
の
活
用
を
提
示
し
た
「
策
定

の
進
め
方
」
が
、
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
容
を
元
に
各
区
局
で
議

論
を
進
め
、
５
月
末
に
は
各
区
局

で
検
討
し
た
内
容
を
施
策
ご
と
の

局
原
案
と
い
う
形
で
、
市
長
・
副

市
長
に
説
明
す
る
場
を
設
け
ま
し

た
。
こ
の
各
局
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
市

民
の
声
な
ど
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス

に
蓄
積
さ
れ
た
市
民
意
見
・
要
望

等
を
分
析
し
、
施
策
・
事
業
・
取

組
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
参
考
と
し
た
意
見
は
、
1
6
・

1
7
年
度
の
２
か
年
に
寄
せ
ら
れ
た

４
万
2
6
8
7
件
（
局
ご
と
の
集

計
の
合
計
）
を
ベ
ー
ス
に
、
局
独

自
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も

含
ま
れ
、
各
局
工
夫
を
凝
ら
し
た

も
の
で
、
市
長
を
交
え
て
の
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
作
業
を
積
上
げ
た

後
、
６
月
2
3
日
に
基
本
構
想
が
議

決
・
制
定
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、

７
月
1
2
日
に
、
中
期
計
画
に
お
け

る
市
民
向
け
の
最
初
の
リ
リ
ー
ス

と
な
る
「
計
画
の
課
題
と
方
向
性
」

を
公
表
し
ま
し
た
。
同
時
に
市
民

意
見
の
募
集
も
行
っ
た
結
果
、
2

1
3
6
人
も
の
多
く
の
市
民
か
ら

6
6
5
6
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
政
策
分
野
に
お
け
る
重
点
事

業
と
行
財
政
分
野
に
お
け
る
重
点

取
組
の
内
容
を
詰
め
る
作
業
を
さ

ら
に
進
め
ま
し
た
。

　
９
月
1
2
日
に
は
「
素
案
」
と
い

う
形
で
、
中
期
計
画
の
全
貌
を
明

執
筆高
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ら
か
に
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
て

は
、
３
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
７
つ
の
重
点
政
策
・

　
1
0
の
重
点
行
財
政
改
革
に
ま
と

め
、
ま
た
、
達
成
目
標
（
成
果
指

標
）
と
目
標
（
指
標
）
も
明
ら
か

に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
期
計
画

の
全
体
像
を
示
し
ま
し
た
。

　
「
素
案
」
の
公
表
と
合
わ
せ
て
、

１
か
月
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
民
広
報

と
し
て
は
、
素
案
の
概
要
版
を
新

聞
折
込
で
市
内
全
家
庭
に
届
け
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
も
全
文
掲
載
し
て
Ｐ
Ｒ
に
務
め

た
結
果
、
延
べ
８
７
３
人
の
方
か

ら
2
7
7
9
件
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

を
参
考
と
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
詳

細
な
事
業
・
取
組
の
詰
め
を
行
っ

た
う
え
で
、
1
1
月
1
4
日
に
は
「
横

浜
市
中
期
計
画
　
原
案
」
と
し
て

最
終
案
を
提
示
し
ま
し
た
。
こ
の

中
で
は
、
G
3
0
の
新
た
な
目
標
値

の
設
定
や
保
育
所
待
機
児
童
の
解

消
明
記
、
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
立

体
制
の
推
進
、
組
織
定
数
の
見
直

し
に
よ
る
職
員
削
減
目
標
の
明
示

な
ど
「
素
案
」
の
修
正
を
行
い
、

政
策
分
野
で
の
重
点
事
業
を
１
１

９
事
業
、
行
財
政
分
野
で
の
重
点

取
組
を
１
１
７
取
組
と
し
て
位
置

付
け
ま
し
た
。

　
「
原
案
」
に
つ
い
て
は
、
市
会

全
員
協
議
会
を
1
1
月
2
8
日
に
開
催

し
て
い
た
だ
き
、
市
会
で
の
議
論

を
経
て
、
最
終
的
に
交
通
局
の
経

営
形
態
等
に
つ
い
て
の
加
筆
を
行

い
、
年
内
ぎ
り
ぎ
り
の
1
2
月
2
5
日

に
、
確
定
版
と
し
て
「
横
浜
市

中
期
計
画
　
平
成
1
8
年
度
～
平
成

2
2
年
度
」
を
策
定
・
公
表
い
た
し

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
期
計
画
は
多

く
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
策

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
策
定
過
程
に

お
け
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
課
題
と
計
画
の
方
向
性
」
「
素
案
」

「
原
案
」
「
確
定
版
」
と
段
階
を
追

っ
て
策
定
し
市
民
に
公
表
し
た
こ

と
及
び
過
去
の
市
民
意
見
・
要
望

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
策

定
過
程
の
節
目
節
目
で
い
た
だ
い

た
多
く
の
市
民
意
見
を
丁
寧
に
検

討
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

２
　
中
期
計
画
の
特
徴

　
こ
う
し
て
策
定
さ
れ
た
横
浜
市

中
期
計
画
は
、
３
つ
の
特
徴
を
備

え
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
社
会
情
勢
や
市
民

ニ
ー
ズ
な
ど
を
的
確
に
と
ら
え
る

「
政
策
的
視
点
」
、
財
源
・
コ
ス
ト

な
ど
の
「
財
政
的
視
点
」
、
事
業

主
体
・
手
法
・
執
行
体
制
な
ど
の

「
行
政
運
営
的
視
点
」
で
市
政
全

体
を
と
ら
え
、
７
つ
の
「
重
点
政

策
課
題
」
と
1
0
の
「
重
点
行
財
政

改
革
」
で
構
成
し
た
こ
と
。

　
二
つ
目
は
、
特
に
市
民
力
や
都

市
の
活
力
な
ど
、
将
来
の
横
浜
を

創
っ
て
い
く
う
え
で
の
原
動
力
と

な
り
、
そ
の
実
施
に
よ
っ
て
他
の

事
業
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
事
業

を
「
横
浜
の
未
来
を
創
る
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
計
画

を
先
導
す
る
事
業
）
と
し
て
位
置

づ
け
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
た
こ
と
。

　
三
つ
目
は
、
「
基
本
施
策
」
及

び
「
重
点
行
財
政
改
革
」
ご
と
に

５
か
年
間
で
目
指
す
べ
き
姿
・
目

標
と
し
て
の
「
達
成
目
標
（
成
果

指
標
）
」
を
、
ま
た
、
重
点
政
策

に
お
け
る
「
重
点
事
業
」
及
び
重

点
行
財
政
改
革
に
お
け
る
「
重
点

取
組
」
ご
と
に
「
目
標
（
指
標
）
」

を
設
定
し
、
進
捗
状
況
の
公
表
と

計
画
全
体
の
検
証
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。

３

中
期
計
画
の
概
要
と

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
中
期
計
画
の
構
成
は
、
３
章
立

て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
１
章
で
「
計
画
策
定
の
趣
旨
」

を
、
第
２
章
で
「
横
浜
を
め
ぐ
る

状
況
」
「
基
本
構
想
の
概
要
」
「
横

浜
の
大
都
市
経
営
」
「
中
長
期
的

な
都
市
づ
く
り
の
方
向
性
」
な
ど
、

中
期
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
前

提
と
な
る
考
え
方
を
記
載
し
て
い

ま
す
。

　
第
３
章
と
し
て
、
計
画
と
し
て

位
置
付
け
た
事
業
・
取
組
の
具
体

的
内
容
を
記
載
し
て
お
り
、
ま
ず
、

「
横
浜
の
未
来
を
創
る
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
３
つ
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
重
点
政
策
と
し
て
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を

踏
ま
え
、
「
セ
ー
フ
テ
ィ
都
市
戦

略
」
か
ら
「
環
境
行
動
都
市
戦
略
」

ま
で
７
つ
の
重
点
政
策
を
掲
げ
、

2
6
の
基
本
施
策
と
１
１
９
の
重
点

事
業
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
財
政
分
野
で
は
、

「
市
民
ニ
ー
ズ
を
基
準
と
す
る
運

営
」
か
ら
「
外
郭
団
体
の
自
主
的
・

自
立
的
経
営
の
促
進
」
ま
で
７
つ

の
運
営
面
で
の
重
点
改
革
と
「
横

浜
の
活
性
化
に
向
け
た
財
政
基
盤

の
強
化
」
な
ど
３
つ
の
財
政
面
で

の
重
点
改
革
を
合
わ
せ
て
、
1
0
の

重
点
行
財
政
改
革
と
し
て
掲
げ
、

3
0
の
取
組
の
方
向
と
１
１
７
の
重

点
取
組
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
「
計
画
期
間
中
の
財
政

見
通
し
」
と
し
て
、
５
か
年
間
の

税
収
な
ど
の
歳
入
見
込
み
の
考
え

方
と
義
務
的
経
費
や
計
画
上
の
重

点
事
業
の
実
施
に
必
要
と
な
る
事

業
費
な
ど
の
歳
出
に
つ
い
て
、
期

間
中
の
財
政
見
通
し
を
試
算
し
、

収
支
不
足
額
へ
の
対
応
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
計
画
の
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
「
横
浜
の
未
来
を
創
る

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
内
容
と
し
て
は
、
「
横
浜
が
変

わ
る
、
ヨ
コ
ハ
マ
か
ら
変
え
る
」

と
題
し
て
、
「
環
境
行
動
」
「
魅
力

創
造
」
「
地
域
元
気
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
「
横
浜
型
環
境
行
動
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
「
ヨ
コ
ハ
マ
魅

力
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
「
地
域

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
３
つ
を

設
定
し
て
お
り
、
計
画
を
先
導
す

る
事
業
と
し
て
2
5
事
業
（
再
掲
）

を
取
り
上
げ
、
重
点
的
に
取
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
「
横
浜
型
環
境
行
動
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向

け
、
緑
の
減
少
や
地
球
温
暖
化
な

ど
の
課
題
に
対
し
て
、
G
3
0
で
発

揮
さ
れ
た
市
民
の
行
動
力
を
緑
の
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創
造
や
地
球
環
境
を
守
る
行
動
へ

と
発
展
さ
せ
、
「
環
境
行
動
都
市

横
浜
」
と
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
知
恵
と
行
動
を
世
界
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
。

　
「
ヨ
コ
ハ
マ
魅
力
創
造
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
は
、
平
成
2
1
年
に
迎

え
る
開
港
１
５
０
周
年
を
契
機
と

し
て
、
さ
ら
に
羽
田
空
港
の
再
国

際
化
を
最
大
限
活
か
し
つ
つ
、
文

化
芸
術
の
振
興
や
経
済
・
産
業
の

発
展
を
目
的
と
し
た
ソ
フ
ト
施
策

と
都
市
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
施
策

を
連
携
さ
せ
、
新
し
い
横
浜
の
魅

力
や
活
力
を
創
造
し
、
「
創
造
都

市
ヨ
コ
ハ
マ
」
「
ヨ
コ
ハ
マ
国
際

戦
略
」
と
し
て
、
世
界
に
貢
献
し
競

争
力
の
あ
る
創
造
性
あ
ふ
れ
る
都

市
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
。

　
「
地
域
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
安

全
・
安
心
へ
の
対
応
な
ど
地
域
に

お
け
る
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、

地
域
の
資
源
と
豊
富
な
人
材
、
活

発
な
市
民
活
動
が
組
み
合
わ
さ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
主
体
の
合

意
形
成
の
も
と
、
市
民
主
体
の
地

域
運
営
を
進
め
、
「
市
民
力
の
発

揮
に
よ
る
元
気
な
地
域
づ
く
り
」

と
し
て
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た

元
気
な
地
域
の
姿
を
横
浜
か
ら
発

信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
、
と
し
て
い
ま
す
。

４
　
中
期
計
画
が
め
ざ
し
た
も
の

　
４
月
に
策
定
作
業
を
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
き
に
、
副
市

長
依
命
通
達
の
中
で
、
「
計
画
を

策
定
し
て
い
く
上
で
共
有
す
べ
き

姿
勢
」
と
し
て
、
（
１
）
公
共
を
担
う

主
体
の
役
割
と
責
任
を
明
ら
か
に

す
る
　
（
２
）
市
民
が
実
感
で
き
る
成

果
を
追
及
す
る
　
（
３
）
選
択
と
集
中

に
よ
り
施
策
・
事
業
を
重
点
化
す

る
　
（
４
）
施
策
・
事
業
の
妥
当
性
と

実
現
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る

　
(
5
)
既
存
の
資
源
・
資
産
を
活
用
す

る
　
（
６
）
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
最
前
線

に
立
つ
区
役
所
サ
ー
ビ
ス
を
強
化

す
る
　
（
７
）
業
務
を
さ
ら
に
効
率
化

す
る
　
（
８
）
組
織
力
・
職
員
力
を
最

大
化
す
る
　
の
８
項
目
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
策
定
作
業
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
大
切
な
姿
勢
と
し
て

提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
中
期

計
画
が
め
ざ
し
た
も
の
」
で
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
お
け
る
中

期
計
画
で
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
特
に
今

回
の
計
画
策
定
作
業
の
中
で
、
最

も
重
視
し
て
い
た
も
の
は
、
（
１
）
か

ら
（
３
）
の
項
目
と
い
っ
て
よ
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
（
１
）
公
共
を
担
う
主
体
の
役
割

と
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
」
で
は
、

基
本
構
想
で
示
さ
れ
て
る
「
４

実
現
の
た
め
の
基
本
姿
勢
　
（
１
）
市

民
力
の
発
揮
（
新
し
い
公
共
の
創

造
）
　
（
２
）
行
政
の
役
割
（
自
律
と
分

権
の
地
方
自
治
を
目
指
し
て
）
」
の

具
体
化
を
目
指
し
た
も
の
で
し
た
。

　
計
画
の
中
で
は
、
大
都
市
経
営

の
考
え
方
や
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
提
示
を
行
う
と
と
も
に
、
重

点
事
業
に
お
け
る
実
施
主
体
と
役

割
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
が
、

「
新
し
い
公
共
の
創
造
」
と
い
う

大
き
な
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
５
か

年
の
中
期
計
画
と
い
う
枠
の
中
で

は
不
十
分
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。

中
期
計
画
の
推
進
を
契
機
と
し

て
、
制
度
論
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し

た
大
都
市
経
営
・
地
域
自
治
の
方

向
性
と
市
民
力
の
発
揮
に
よ
り
地

域
課
題
の
解
決
が
で
き
る
地
域
に

お
け
る
シ
ス
テ
ム
と
が
融
合
す
る

検
討
を
、
進
め
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
（
２
）
市
民
が
実
感
で
き
る
成
果

を
追
及
す
る
」
で
は
、
従
来
の
計

画
で
は
あ
い
ま
い
に
さ
れ
が
ち
だ

っ
た
目
標
の
設
定
を
、
基
本
施

策
・
重
点
行
財
政
改
革
単
位
で
、

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
（
成
果
指
標
）

と
し
て
の
「
達
成
目
標
」
を
、
事

業
・
取
組
単
位
で
は
、
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
指
標
（
活
動
指
標
）
と
し
て

の
「
目
標
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
可
能

な
限
り
数
値
で
設
定
し
ま
し
た
。

　
『
市
民
が
実
感
で
き
る
目
標
を
、

具
体
的
に
ど
こ
ま
で
盛
り
込
め
た

の
か
？
』
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
ま
だ
、
一
部
に
数
値
化
で
き

な
か
っ
た
事
業
・
取
組
や
達
成
目

標
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
で
し
か

掲
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
施

策
な
ど
、
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
今
後
の
事
業
進
捗
や
行

政
評
価
の
中
で
、
よ
り
精
度
を
高

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
（
３
）
選
択
と
集
中
に
よ
り
施

策
・
事
業
を
重
点
化
す
る
」
で
は
、

計
画
に
掲
載
し
た
事
業
（
１
１

９
）
　
・
取
組
（
１
１
７
）
数
を
、

従
前
の
中
期
政
策
プ
ラ
ン
で
の
事

業
数
（
３
８
０
）
や
新
時
代
行
政

プ
ラ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

の
取
組
数
（
２
３
７
）
か
ら
大
幅

に
減
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

各
局
区
の
自
主
性
・
自
律
性
を
最

大
限
発
揮
し
て
も
ら
う
た
め
、
内

部
で
の
十
分
な
議
論
を
前
提
に
選

択
と
集
中
を
働
か
せ
て
、
事
業
・

取
組
を
重
点
化
し
た
も
の
で
す
。

　
市
民
ニ
ー
ズ
は
、
ま
す
ま
す
複

雑
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
限
り

あ
る
財
源
を
有
効
に
使
う
た
め
に

も
、
重
点
事
業
・
重
点
取
組
に
位

置
付
け
ら
れ
た
も
の
は
、
全
市
的

観
点
に
立
ち
進
捗
を
は
か
り
、
そ

れ
以
外
の
事
業
・
取
組
に
つ
い
て

も
、
区
局
の
責
任
に
お
い
て
、
毎

年
の
運
営
方
針
に
位
置
づ
け
確
実

に
進
め
、
全
体
と
し
て
、
市
民
満

足
度
の
向
上
を
目
指
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

５
　
中
期
計
画
の
実
施
に
向
け
て

　
こ
う
し
て
、
新
し
い
中
期
計
画

を
、
策
定
・
公
表
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
計
画
は
策

定
し
て
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
重
点
化
し
た
事
業
・
取
組
を

推
進
す
る
体
制
を
早
急
に
整
え
、

事
業
や
取
組
を
着
実
に
実
行
し
て

具
体
的
な
成
果
を
挙
げ
て
こ
そ
、

計
画
策
定
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
本
当
の
意
味
で
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。

　
市
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

日
々
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
「
計
画
は
、
で
き
た
そ
の

日
か
ら
壊
れ
て
い
く
」
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
計
画
に
明
示
さ
れ

て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
目
標
に

到
達
す
る
た
め
に
は
、
状
況
の
変

化
に
迅
速
に
対
応
し
て
こ
そ
、
初

め
て
可
能
と
な
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
事
業
取
組
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、

中
期
計
画
の
内
容
を
よ
く
理
解

し
、
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
廻
し
、
着
実
に
か
つ
柔
軟

に
対
応
し
、
改
革
か
ら
創
造
へ
と

高
く
飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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表「次期中期計画策定の考え方」（平成18年４月３日）への対応

56 ■特集2・横浜市基本構想（長期ビジョン）と中期計画
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